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令和６年度 全国学力・学習状況調査「課題のみられた問題」 

１ 小学校「国語」  

(1) 問題番号３三 ＜正答率が全国よりも低く、無解答率が高い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ｃ読むことエ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 
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【出題の趣旨】 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりする

ことができるかどうかをみる。 

・正答率は 69.6％で、全国平均より 3.0 ポイント低い。

また、無解答率が 14.8％（全国 12.6％）で、全問題中

最も高い。 

・誤答については、心に残ったところを書いているが理

由を書いていない、物語から言葉や文を取り上げてい

るが心に残ったところを書いていない児童が合わせて

11.5％（全国 11.5％）である。 

 

〇 人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができるよ 

うにする 

   それぞれの心に残ったところとその理由を交流することにより、人物像や物語の全体像を 

具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができるようにすることが大切である。 

指導のポイント 

・児童自身が「人物像」や「物語の全体像」、「表現の効果」のどの観点で読んだのかを明確

にしていくことができるよう、友達が着目したところと自分が着目したところを比べる

場を設ける。 

・自分の考えを適切に表現することができるよう、「なぜかというと」や「～からです」な

ど、思考そのものに関わる語句や、「～のところから」など、根拠を表す語句を例示する。 

正
答
例 

 

オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
が
、
ハ
エ
の
女
の
子
に
、
自
分
が
食
べ
て
い
る
の

は
朝
日
の
ひ
か
り
だ
と
話
し
た
と
こ
ろ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
す
な
お
な
女
の
子
を
お
ど
ろ
か
せ
ず
、
安
全
に
帰
そ
う
と
す
る
や
さ
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さ
が
表
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て
い
る
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
（
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字
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 文
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
問
題
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
松
居
ス
ー
ザ
ン
「
オ
ニ
グ
モ
じ
い
さ
ん
の
朝
ご
は
ん
」
に
よ
る
。
） 

学習指導上の留意点 
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(2) 問題番号２二 ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ｂ書くことウ   

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：記述式 
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【出題の趣旨】 目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考

えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる。 

・正答率は 59.6％で、全国平均より 3.0 ポイント高

いが、全問題中３番目に低い。 

・誤答については、下級生に聞いたことから言葉や文

を取り上げて書いているが、「たてわり遊び」のよ

さについて考えたことを書いていない児童が

30.0％（全国 33.0％）である。 

〇 事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫するこ
とができるようにする 

   事実を客観的に書くこととともに、その事実と感想や意見との関係を十分捉えて書くことが
大切である。自分の考えたこと等が客観的な事実に裏付けられたものになっているかどうかを
振り返り、自分の考えをより深めていくことにもつながる。 

 

 

 

 

  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・取り上げた事実が、自分の考えを裏付けるものになっているかどうかを振り返り、内容に注

目して、文章全体に一貫性があるかを確かめたり、文末表現に注目して、事実と考えを適切

に区別しているか、事実と考えを混同して書いていないかを確かめたりする場面を設定す

る。 

・伝えたいことを支える事実としてふさわしいものが取り上げられているかを確認したり、

事実を裏付けとすることでどのような考えを伝えたいのかを確認したりすることができる

よう、児童同士で書いた文章を読み合い確かめ合う場面を設定する。 

 

正
答
例 

 

「
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
と
遊
べ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
一
年
生
や
、

「
み
ん
な
が
楽
し
そ
う
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い
う
四
年
生
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
た
て
わ
り
遊
び
」
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
学
年
を
こ
え
た

交
流
が
で
き
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
（
百
字
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(3) 問題番号１二(2) ＜正答率が低い問題＞ 

学習指導要領における内容：５・６学年 Ａ話すこと・聞くことウ 

評価の観点：思考・判断・表現  問題形式：選択式 
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【出題の趣旨】 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫すること

ができるかどうかをみる。 

・正答率は 56.4％で、全国平均より 3.5 ポイント高い

が、全問題中２番目に低い。 

・誤答については、用意していた実物を示しながら話し 

たことを捉えることができなかった児童や、相手が興 

味をもっていることに気付いたことを捉えることが

できなかった児童が、合わせて 40.0％（全国 43.1％） 

である。 

 

〇 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することができるようにす

る 

   表現を工夫するためには、相手や目的を一層意識し、どのような資料を用意すればよいかを

考えることが重要である。実際に話す場面では、聞き手のうなずきや表情等にも注意しなが

ら、聞き手の状況に応じて自分の考えが伝わるように表現を工夫することが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

.33 

 

  

学習指導上の留意点 

指導のポイント 

・音声言語だけでは聞き手が理解しにくかったり、誤解を招きそうだったりする場合等に資

料を使いながら話すことや、聞き手の興味・関心や情報量等を予想し、どのような資料を

用意すればよいかを考える場面を設定する。 

・目的や意図に応じて資料の順番を変えたり、適切な時間や機会での資料の提示の仕方につ

いて検討したりする時間を設ける。 

・映像ややりとりのモデル等を使い、聞き手のうなずきや表情等の反応にも目を向け、適切

な時間や機会を判断し表現することのよさに気付くことができるようにする。 

正
答 

２ 
 
 


	小国①３三
	小国②２二
	小国③１二(2)

